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２０２２年７月３日（日）聖霊降臨後第４主日 

銀座教会 主日礼拝（家庭礼拝） 

礼拝招詞「わたしは新しい心をあなた方に与え、新しい霊をあなたがたの内に置く。 

     あなたがたはわが民となり、わたしはあなたがたの神となる」     

                      エゼキエル書３６章２６a,２８ｂ節 

主の祈り 

交読詩編  詩編１０７編１７～２２節 

  彼らは、無知であり、背きと罪の道のために 屈従する身になった。 

     どの食べ物も彼らの喉には忌むべきもので 彼らは死の門に近づいた。 

  苦難の中から主に助けを求めて叫ぶと 主は彼らの苦しみに救いを与えられた。 

  主は御言葉を遣わして彼らを癒し 

     破滅から彼らを救い出された。 

  主に感謝せよ。主は慈しみ深く 人の子らに驚くべき御業を成し遂げられる。 

  感謝のいけにえをささげ 

     御業を語り伝え、喜び歌え。 

使徒信条 

讃美歌 ２４９番 われつみびとの かしらなれども 

 

聖 書 創世記２７章１８～２９節 

18 ヤコブは、父のもとへ行き、「わたしのお父さん」と呼びかけた。父が、「ここにいる。

わたしの子よ。誰だ、お前は」と尋ねると、19 ヤコブは言った。「長男のエサウです。お

父さんの言われたとおりにしてきました。さあ、どうぞ起きて、座ってわたしの獲物を召

し上がり、お父さん自身の祝福をわたしに与えてください。」20 「わたしの子よ、どうし

てまた、こんなに早くしとめられたのか」と、イサクが息子に尋ねると、ヤコブは答えた。

「あなたの神、主がわたしのために計らってくださったからです。」21 イサクはヤコブに

言った。「近寄りなさい。わたしの子に触って、本当にお前が息子のエサウかどうか、確

かめたい。」22 ヤコブが父イサクに近寄ると、イサクは彼に触りながら言った。「声はヤ

コブの声だが、腕はエサウの腕だ。」23 イサクは、ヤコブの腕が兄エサウの腕のように毛

深くなっていたので、見破ることができなかった。そこで、彼は祝福しようとして、 

24 言った。「お前は本当にわたしの子エサウなのだな。」ヤコブは、「もちろんです」と

答えた。25 イサクは言った。「では、お前の獲物をここへ持って来なさい。それを食べて、

わたし自身の祝福をお前に与えよう。」ヤコブが料理を差し出すと、イサクは食べ、ぶど

う酒をつぐと、それを飲んだ。26 それから、父イサクは彼に言った。「わたしの子よ、近

寄ってわたしに口づけをしなさい。」27 ヤコブが近寄って口づけをすると、イサクは、ヤ

コブの着物の匂いをかいで、祝福して言った。「ああ、わたしの子の香りは 主が祝福さ

れた野の香りのようだ。28 どうか、神が 天の露と地の産み出す豊かなもの 穀物とぶど

う酒を お前に与えてくださるように。29 多くの民がお前に仕え 多くの国民がお前にひ

れ伏す。お前は兄弟たちの主人となり 母の子らもお前にひれ伏す。お前を呪う者は呪わ

れ お前を祝福する者は 祝福されるように。」 
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牧会祈祷 

 天の父なる神さま。主イエスの復活を覚えて、主日礼拝を捧げる幸いを感謝いたし

ます。銀座教会の創立記念を迎える７月、神さまの救いのご計画によって、日本に宣

教師を遣わし、メソジスト築地教会、銀座教会が立てられ、御言葉に養われ、神さま

の御前に立ち悔い改めが与えられました。季節の変わり目、一人一人が守られますよ

うに。世界の平和を祈りつつ、和解への道を歩めますように。 

キリストの御名によって祈ります。アーメン 

 

説 教 「試練を通して受け取る祝福」             牧師 髙橋 潤 

 本日の聖書の御言葉は、アブラハムの息子であるイサクの家族の物語です。イサクと妻

リベカには、なかなか子どもが与えられなかったので、イサクは妻のために主に祈りまし

た。主はイサクの祈りを聞き入れ、リベカは双子を身ごもりました。創世記２５章２３節

には、不思議なことが記されています。リベカがお腹の中の子供たちが押し合うので私は

どうなるのでしょうか、と主に尋ねたときの主なる神のリベカへの返事です。 

23 主は彼女に言われた。「二つの国民があなたの胎内に宿っており二つの民があなたの腹

の内で分かれ争っている。一つの民が他の民より強くなり 兄が弟に仕えるようになる。」 

 双子が生まれるとき、先に出てきた子は全身毛皮の衣のようであってエサウと名付けら

れました。その後で弟が兄のかかとをつかんで出てきてヤコブと名付けられました。双子

の兄弟は、生まれる前から「二つの国民」であり、「兄が弟に仕えるようになる」と主な

る神から言われていたのです。 

 双子の兄弟は成長し、エサウは狩人になり、ヤコブは穏やかな人で天幕の周りで働く人

になりました。父イサクは兄エサウを愛し、母リベカは弟ヤコブを愛しました。 

 ある日のこと、ヤコブが煮物を料理していると、狩人のエサウが疲れ切って野原から帰

ってきました。エサウはヤコブに食べ物を求めました。そこでヤコブは、エサウに「長子

の権」を譲って下さいと頼みます。エサウは「もう死にそうだ、長子の権などどうでもい

い」と答えます。ヤコブは「では今すぐ誓って下さい」といい、エサウは誓って、長子の

権をヤコブに譲りました。エサウは長子の権を軽んじたと聖書は記しています。 

 本日の創世記２７章には「祝福をだましとるヤコブ」と見出しが記されています。父イ

サクは年を取り目がかすんで見えなくなっていました。イサクはいつ死ぬか分からないの

で、死ぬ前にエサウがとってきた獲物で大好きな料理を作ってもってきてほしい、死ぬ前

にそれを食べてからエサウに「祝福」を与えたいと言いました。妻リベカは二人の会話を

聞いていて、エサウが狩りに出かけた隙に、ヤコブをエサウであるとだまして、イサクか

ら祝福をだまし取る策略を練りました。ヤコブは母リベカに、もしだましたことがばれて

しまったら、祝福ではなく呪いを受けることになります、と尻込みします。しかし、母リ

ベカはいいます。１３節「わたしの子よ。そのときにはお母さんがその呪いを引き受けま

す。ただ、わたしの言うとおりに、行って取って来なさい」 

 ヤコブは目の見えない父イサクに対して「長男のエサウです。」といって、祝福を与え

てくださいと伝えます。父は「近寄りなさい。おまえがエサウかどうか確かめたい」と言
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います。ヤコブがイサクに近寄ると、イサクはヤコブに触り「声はヤコブの声だが、腕は

エサウの腕のように毛深くなっていたので見破ることが出来なかった」２８節から２９節。 

 このようにして、父イサクをだましてリベカとヤコブは祝福を奪い取りました。イサク

から祝福をだまし取ったヤコブは、案の定兄エサウから憎まれました。エサウの「殺して

やる」と叫ぶ声をリベカは聞き、ヤコブを逃亡させました。父からの祝福をだまし取った

ヤコブは、逃亡生活をおくり、兄エサウとの和解の日までつらく長い人生の旅に出ること

になりました。 

 イサクがヤコブに与えた祝福は、同じようにエサウにも与えるということが出来ないも

のでした。イサクは、双子の兄弟に祝福を半分ずつ分けることもできません。父イサクが

だまされてヤコブを祝福したことは取り返しのつかないことなのです。父が跡継ぎに託す

目に見えない分けることが出来ない遺産のようなものです。イサクがヤコブを祝福したこ

とは決定的なことになりました。しかし、長子の権を兄から譲り受けたヤコブは跡継ぎと

して父イサクの近くにいることができず、逃亡しなければならなくなったということ、祝

福をだまし取ることによって兄弟がまさに二つの国民として腹の中での押し合いを、地上

において続けることになりました。 

 聖書はこの祝福をだまし取るリベカとヤコブを通して私たちに何を伝えているのでしょ

うか。イサクの祝福はどんなことをしてでも、たとえだまし取ってでも獲得するべきなの

だと教えているのでしょうか。リベカの策略を賞賛しているのでしょうか。神の御心はど

こに示されていいるのでしょうか。 

 アブラハムの子であるイサクは、エサウを愛し、エサウに祝福を与えたいとの願いを実

現することが出来ませんでした。イサクが妻リベカともっと真剣に話し合い、長子の権は

ヤコブに譲ったのだから、祝福もヤコブにという合意が出来ていればこんなことにならな

かったのにと思われるかもしれません。しかし現実は、イサクは、妻リベカの入れ知恵で

弟息子ヤコブにだまされ、泣き叫ぶエサウを前にして、ただ「今となってはお前のために

何もしてあげられない」と伝えることしか出来ない、無力な父でしかありませんでした。 

 リベカは愛するヤコブのために祝福をもぎ取ることは出来ましたが、後先を考えていな

かった行動としか思えず、愛するヤコブを命の危険にさらすことになりました。リベカは

危険を察して、ヤコブを逃亡させることしか出来ませんでした。ヤコブは逃亡生活を通し

て、兄の復習を恐れながら生活することになりました。 

 イサクの家族の悲劇が伝えられています。私たちがよく聞く、遺産相続を巡る問題を見

るような悲劇が、族長であるイサクからヤコブへの信仰継承のただ中で起こったのです。 

 聖書はこの物語を通して、私たちに伝えていることは、神の遺産を継承する際に、イサ

クの思い、リベカの思いの食い違いの中で悲劇は起こるのだということではないでしょう

か。家族の中にこそ悲劇が起こることを伝えているのではないでしょうか。しかし、悲劇

の中でも、神の祝福が目に見えない力を発揮して祝福を保証することを伝えていると思い

ます。神の祝福を巡り、人間の思惑が錯綜しています。神の祝福は、決して人間の思惑通

りにはならないことを教えています。人間の思惑が強くあればあるほど、神の祝福をもち

ながら苦しむ姿が描かれています。 
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 私たちは神からの祝福を信仰が与えられることによって受け取っています。信仰を与え

られて生きるということは、ヤコブがイサクから祝福をもぎ取った後苦労したように、試

練を生きる事なのです。信仰生活は全ての試練から解放される保証ではないのです。家族

が円満で兄弟の仲が良いことは大切ですが、そうではない現実が少なくないのです。親子、

兄弟、姉妹、親戚の間の難しい関係を私たちは知っています。 

 しかし、そこで大切な事は、ヤコブが逃亡生活の中でももぎ取った祝福が試練を乗り越

える道を歩き続けるとき、神の眼差しによって、見つめられていることを受け止めたいと

思います。ヤコブは逃亡生活の間も試練によって鍛えられます。母リベカの言いなりにな

っていたあのヤコブが、逃亡生活において、今度は何度もだまされながらも、結婚、そし

て多くの子を与えられ、とうとう兄エサウとの再会へ向かうほど成長します。そして創世

記３５章では、神からベテルの町で祭壇を造りなさいと御声を聞くのです。 

 聖書には「アブラハム、イサク、ヤコブの神」という言葉が何度も登場します。彼らは

神の目から英雄と評価されているのではありません。そうではなく、神に試され、神の訓

練を受け、神に鍛えられ、神と共に試練を歩み通した一人一人なのです。 

 私たちの試練が問題なのではなく、神の祝福を中心に試練が与えられていることに気付

きたいのです。使徒パウロは試練を通して与えられた御言葉を記しています。 

 「このキリストのお陰で、今の恵みに信仰によって導き入れられ、神の栄光にあずかる

希望を誇りにしています。3 そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたしたちは知

っているのです、苦難は忍耐を、4 忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。5 希

望はわたしたちを欺くことがありません。わたしたちに与えられた聖霊によって、神の愛

がわたしたちの心に注がれているからです。6 実にキリストは、わたしたちがまだ弱かっ

たころ、定められた時に、不信心な者のために死んでくださった。」 

                        ローマの信徒への手紙５章３～６節 

 試練の中で神の愛が注がれていること、神の祝福を中心とした神の導きによって鍛えら

れること、感謝して歩みましょう。 

祈り 天の父なる神さま。家族の対立によって試練が与えられたヤコブの姿を聖書を

通してお聞きしました。弱く惨めなヤコブを鍛え、導き、見守り続けてくださる神の

深い憐れみに圧倒されます。私たちが聖霊によって見つめられていることを覚え続け、

主の御前に試練を乗り越えることができますようにお導きください。 

主イエス・キリストの御名によって祈ります。 アーメン 

讃美歌 ２７０番 信仰こそ旅路を みちびく杖 

献 金          

頌 栄 ５４４番  

祝 祷  主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

      主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

   あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


